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The Effect of Primary School English Curriculum: Based on the 2nd Follow-up Survey to





















































































































































注）ALT（Assistant Language Teacher:外国人指導助手），HT（Homeroom Teacher:学級担任）、JTＥ（Japanese Teacher of English:日本人英語教師）、TT（Team-Teaching）。
　  99年度は第1回目と同様の実践を行った。表はA小学校の研究開発実施報告書に基づいて、執筆者が作成。
表２：分析対象者の特性（％）




02年（大4） 24（26.7） 47 14 10
03年（大3） 23（25.6）   7 16
04年（大2） 13（14.4） 43   6   7
05年（大1） 18（20.0）   6 12
06年（高3） 12（13.3）   5   7
性別
男子 38（42.2） 21（44.7） 17（39.5）
女子 52（57.8） 26（55.3） 26（60.5）
身分
学生 78（86.7） 36（76.6） 42（97.7） 35（92.1） 43（82.7）
社会人 10（11.1） 9（19.1） 1（2.3） 2（5.3） 8（15.4）
その他 2（2.2） 2（4.3） 0 1（2.6） 1（1.9）
英語の成績
（中学）
0～60点 15（16.7） 10（21.3） 5（11.6） 6（15.8） 9（17.3）
61～80点 28（31.1） 14（29.8） 14（32.6） 15（39.5） 13（25.0）
81～100点 46（51.1） 22（46.8） 24（55.8） 17（44.7） 29（55.8）
不明 1（1.1） 1（2.1） 0 0 1（1.9）
英語の成績
（高校）
0～60点 24（26.7） 12（25.5） 12（27.9） 11（28.9） 13（25.0）
61～80点 41（45.6） 25（53.2） 16（37.2） 18（47.4） 23（44.2）
81～100点 23（25.6） 8（17.0） 15（34.9） 8（21.1） 15（28.8）
不明 2（2.2） 2（4.3） 0 1（2.6） 1（1.9）
校外学習(英語)経験率(小) 33（36.7） 16（34.1） 17（39.5） 10（26.4） 23（44.2）
校外学習(英語)経験率(中) 29（32.2） 11（23.4） 18（41.9） 16（42.1） 13（25.0）




































































2004 4年 1年 1年 228時間
2005 4年 2年 2年 316時間




02 03 04 05 06 全体
男
＋ 17 5 4 5 3 34
－ 7 3 5 1 4 20
女
＋ 15 22 11 10 13 71


































































①単語を覚えられるようになった 50.0 36.4 59.6
②英語で聞く・話すことがしやすくなった 64.6 62.5 66.0
③英語の歌詞を読むことが多くなった 36.3 33.3 38.3
歌・ゲーム
④英語のリズムがわかるようになった 66.7 57.9 73.1
⑤外国人が話すスピードで英語を話そうとした 36.0 43.2 30.8
⑥学校で習った英語の歌を、家で歌ったことがある 64.4 47.4 76.9
外国人との交流
⑦外国人に会っても、恥ずかしがることがなくなった 68.9 71.1 67.3
⑧分かり合うためには、英語の勉強が必要だと思った 87.8 84.2 90.4
⑨交流した人の国のことを、調べたことがある 31.1 34.2 28.8
⑩人と接するときマナーにも気をつけるようになった 67.8 76.3 61.5
⑪日本の文化を外国人に伝えることがだいじだと思った 80.0 71.1 86.5
⑫日本人と違う行動の理由を考えるようになった 48.9 52.6 46.2
外国人との直接会話
⑬自分の英語が通じることがうれしかった 87.7 84.2 90.4
⑭外国人が聞きとれるように発音するのは難しかった 93.3 92.1 94.2
⑮新しい表現を覚えて、通じるかどうか試してみた 38.9 34.2 42.3
⑯英語で話す内容をもっと考えるようになった 48.9 47.4 50.0




























































































中学校 16.9 30.4 2.3
小学校高学年 38.2 28.3 48.8










































































①いろいろな国の文化に関心 74.4 78.7 69.8 68.4 78.8
②英語以外の外国語も学校で学んだ方がいい 51.1 53.2 48.8 44.7 55.8
③英語以外の外国語を学んだことがある 54.4 66.0 41.9 60.5 50.0
④異文化背景をもつ人との親しい関係が望ましい 82.2 91.5 72.1 84.2 80.8
⑤できれば今まで行ったことのない所へ行ってみたい 87.7 85.1 82.9 89.4 86.6
⑥外国人の友だちは，英語圏の人がいい 57.8 55.3 60.5 73.7 46.2
⑦相手によってコミュニケーションの仕方を変える 79.8 80.4 79.1 81.1 78.8
⑧外国人と英語で何とかコミュニケーションが取れる 62.2 63.8 60.5 55.3 67.3
⑨異文化の人の行動を他人に説明できる 20.5 22.2 18.6 18.4 22.0
⑩会話をするとき，場面や状況に注意を払う 86.7 87.2 86.0 89.5 84.6
注）数字は「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の比率（％），カイ二乗検定：性別において，表中の項目①，⑤，⑥，⑧は，ｐ＜0.05，
　   その他の項目は有意差なし。
金 琄淑  研究ノート　小学校英語カリキュラムの効果に関する研究
― 106 ―
なカリキュラム効果の一部を見出すことができた。その一つは，
小学校英語カリキュラムは，異文化間コミュニケーション能力
の基礎になる非言語的な部分へ一定の影響を与えていることで
ある。一方，言語的な部分では「聞き取り」に効果がみられ，
適切な時期の文字学習の導入が「会話」と関わる基礎的部分に
影響を与えているが，文字学習の導入時期と内容については今
後検討する必要がある。また，これらの評価には男女差がみら
れ，女子の方が積極的に評価している傾向がみられた。特に，
ゲームや遊び中心の単純な活動や内容に対する男女差は，小学
校英語カリキュラムの教育内容と活動の精選を考える際に，考
慮すべき部分であると考えられる。
　次は，カリキュラムにおける異文化学習の位置づけ，つま
り単元構成が彼らの異文化意識の傾向に影響を与えているこ
とである。特に「外国人との直接交流」「会話する」などとい
った体験は，最も長期的に小学校英語カリキュラムの良い影響
として認識されている。「中身と相手があるコミュニケーショ
ン体験」を中心とする異文化学習が，中学校英語との連続性を
確保する要因になると考えられる。その際，広い意味での異文
化間コミュニケーション能力を身につけさせるためには，異文
化学習を深める過程をカリキュラムの中に位置づける必要があ
る。すなわち，異文化学習の要素を中学校の英語学習にも単元
化しカリキュラムの中に位置づけて持続させることが必要であ
る。そしてその際，次の２点に留意することが大切である。第
一は，体験中心の異文化学習をベースにすることである。第二
は，非言語的な要素を含めた異文化間コミュニケーション能力
が考えられる必要がある。これらの異文化間コミュニケーショ
ン能力の基礎になる要素を目標化していくことが，小中連携の
一つの鍵になると考えられる。
＜注＞
⑴	 	A小学校の４回にわたる研究開発学校の研究主題は以下の通りである。
第１回目（96～98）は，「地域社会に根ざした小学校英語学習－週あた
り複数回の英語活動を通して－」，第２回目（2000～2002）は，「未来
へつなぐ小学校英語－実践的なコミュニケーション能力の基礎を養う
－」，第３回目（2003～2005）は，「未来に生きる英語科学習－小・中の
連携を通じた実践的なコミュニケーション能力を高める－」，第４回目
（2006～2008）は，「世界をひらく英語科学習－小・中連携を通して実践
的なコミュニケーション能力を高める－」である。
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